
目 的

本県沿岸の漁況および海況の調査研究を行い, その結

果に基づいて漁海況予報を行うとともに, 漁海況情報を

迅速に関係業者に通報して漁業資源の合理的利用と漁業

操業の効率化を図り, 漁業経営の安定化に資する｡

方 法

熊野灘および伊勢湾に設定した定点 (図１) において,

毎月１回の海況調査を調査船あさま丸 (３月は新調査船

あさま) で行った｡ 漁況は主要漁業協同組合から統計資

料の入手および電話による聞き取りによって収集した｡

収集した漁況・海況データは取りまとめて解析し, 漁海

況速報として毎週１回発行した｡

結果の概要

詳細については平成��年度漁況海況予報関係事業結果

報告書 (漁海況データ集) で報告するので, 以下は概要

を記す｡ なお, 漁況については ｢資源評価調査｣ で報告

する｡

１. 平成��年度の黒潮流路は, 前年度から継続していた

比較的規模の大きな蛇行流路 (Ｃ型基調) が夏～秋に

解消し, 冬季は直進流路 (Ｎ型) で経過した｡

黒潮流路は, 規模の大きなＣ型基調が前年度から６月

頃まで持続した｡ ７月以降､ 黒潮の蛇行規模は徐々に小

さくなり､ ����年の秋季から持続していた規模の大きな

蛇行流路は解消した｡ ��月中旬以降､ 黒潮は八丈島付近

で変動するようになり､ 蛇行部が東へシフトしたＣ型流

路あるいは小規模Ｃ型＋Ｄ型のような流型 (熊野灘沖で

はＮ型時と同様に東へ直進) になった｡ ��月にはＤ型を

経てＮ型に移行し､ １月～３月はＮ型で経過した｡ 特に

２月以降は典型的なＮ型 (直進流路) が持続した｡

潮岬沖の黒潮は, ４月下旬まで離岸基調で経過した後,

４月末～５月上旬にはほぼ接岸した｡ ５月以降はそれま

での離岸基調から接岸基調になり, 一時的に離岸するこ

とはあっても大きく離岸することはなかった｡

２� 熊野灘沿岸の水温 (表１, 図２) は, 前半は平年

並み～高め基調, 後半は低め基調で経過して, 冬季は

低水温が顕著になった｡

４月以降はそれまで続いていた極端な高水温は解消し

て, 平年並み～やや高めで経過した｡ ５月は熊野灘中部

沖合の���ｍでかなり高め, ９月は熊野灘北部の��～���ｍ

で記録的な高水温となった他は��月頃まで平年並み基調

で経過し､ ��月以降は低め基調となった｡ １月～２月は

低水温傾向が顕著になり､ 特に２月は記録的な低水温と

なった｡ ３月中旬以降は極端な低水温傾向は解消した｡

熊野灘への暖水波及は, ４月中旬には潮岬東岸から見

られ (暖水舌), 一時的に熊野灘南部に流入した｡ ４月

下旬には遠州灘沖に暖水渦が形成され, ５月上旬に大王

埼南東沖に達した｡ ５月中旬に南から暖水渦に暖水の補
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図１ 熊野灘および伊勢湾の定線観測点






